
ヨ
ー
ガ
派

の
輝
定
読
 
(
花

木
)
 

一
五
八

ヨ
ー
ガ
派

の
鐸
定
説

-
佛

教
の
四
輝
説
と
の
比
較
-

花

木

泰

堅

ヨ
ー
ガ
派
は
心
作
用
の
滅
を
以
て
解
脱
と
見
徹
す
0
こ
の
解
脱
の
状

態
は
心

一
境
性
或
は
三
昧
で
あ
る
と
所

々
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
解

脱
の
状
態
を
得
る
た
め
の
實
践
道
も
種

々
に
説
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
所
々
に
読
か
れ
て
い
る
三
昧
=
繹

定
の
相
互
關
係
を
考
察
す

る
。
更

に
ヨ
ー
ガ
派

の
繹
定
読
は
佛
教
の
四
輝
説
に
非
常
に
近
い
關
係

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
と
も
比
較
検
討
を
試
み
る
。

先
ず
最
初
に
ヨ
ー
ガ
派
の
暉
定
説
に
つ
い
て
考

え
る
。
y
o
g
g
a
s
u
t
r
a

(
y
s
.
)
 

の
中
で
三
昧
を
読
く
個
所
は
三

つ
あ
る
。
第

一
は
有
想
三
昧

sa
m
p
r
a
j
n
a
t
a
-
s
a
m
a
d
h
i
 

と
無

想
三
昧
 
a
s
a
m
p
r
a
j
n
a
t
a
-
s
a
m
a
d
h
i

を
説
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
有
想
三
昧
は
修
行
 
a
b
h
y
a
s
a
 

と
離

欲
 
v
a
i
r
a
g
y
a
 

の
實
修
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
、
修
行
と
は
心
作

用
の
静
止

の
た
め
の
努
力
で
あ

つ
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
、
無
間
断
に
、

熱
心
に
實
修
さ
れ
て
堅
固
な
る
境
地
を
も
た
ら
す
實
修
で
あ
る
。
離
欲

と
は
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
封
境
に
封
す
る
渇
愛
か
ら
離
れ
た
人
に

起
る
支
配

の
意
識
で
あ
つ
て
、
こ
の
意
識
が
最
上
と
な
つ
た
と
き
は
、

P
u
r
u
s
a
 

に
封
す
る
知
が
 
g
u
n
a
 
に
封
す
る
執
着
か
ら
離
れ
た
と
き
で

あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
實
修
が
有
想
三
昧
を
得

る
た
め
の
道
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
三
昧
が
有
想
で
あ
る
と
す
る
の
は

「
尋
 
v
i
t
a
r
k
a

と
伺
 
v
i
c
a
r
a
 

と
喜
 
a
n
a
n
d
a
 

と
我
見
 
a
s
m
i
t
a
 

の
形
を
随
行
す
る
が
故

(
y
s
.
 
I
.
 
1
7
)
」
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
封
す
る
 
v
y
a
s
a
 

の

y
o
g
a
b
h
a
s
y
a
 
(
y
b
h
.
)
 

は

「尋
と
は
心
が
所
縁
を
も
つ
と
き

の
心

の

鹿
大
な
亨
受
で
あ
る
。
伺
と
は
心
の
微
細
な
る
亨
受
で
あ
る
。
喜
と
は

心
が
所
縁
を
も
つ
と
き
の
心

の
喜

び
 
h
l
a
d
a
 

で
あ
る
。
我
見
と
は

一

我
の
意
識
 
e
k
a
t
m
i
k
a
-
s
a
m
v
i
d
 

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
第

一
 (
の

三
昧
)
 は
 
(尋
、
伺
、
喜
、
我
見
の
)
 四
を
随
行
す
る
も
の
で
あ
り
、

有
尋
三
昧
で
あ
る
。
第
二
 
(
の
三
昧
)
 は
尋
を
敏
く
も
の
で
有
伺
三
昧

で
あ
る
。
第
三
 (
の
三
昧
)
 は
伺
を
鉄
き
有
喜

三
昧
で
あ
る
。
第
四
 (
の

三
昧
)
は
そ
れ
 
(
=
喜
)
 を
鉄
き
我
見
の
み
を
有
す
る
三
昧
で
あ
る
。

こ
れ
ら
全
て
は
有
所
縁
三
昧
 
s
a
l
a
m
b
a
n
a
-
s
a
m
a
d
h
i
 

ぼ

で
あ

る
」
と
説

明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
有
想
三
昧
は
所
線
を
有
す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
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有
尋
、
有
伺
、
有
喜
、
唯
有
我
見
の
四
種
の
三
味
を
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
有
想
三
昧

の
上
に
無
想
三
昧
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
存
在
縁

b
b
a
v
a
p
r
a
q
a
y
a
 

と
方
便
縁
 
u
p
a
y
a
p
r
a
q
a
y
a
 

の
二
方
便
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
存
在
縁
が
離
身
者
 
v
i
d
e
b
a
 

と
 
P
r
a
k
r
t
i

へ
滅
入
し
た
人
 
p
r
a
k
r
t
i
l
a
y
a
 

に
囑
す
る
方
便
で
あ
る
に
封
し
で
、
方

便
縁
は

一
般
修
行
者
 
y
o
g
i
n
 

に
囑
す
る
も
の
で
、
信
 
s
r
a
d
d
b
a
 

と
精

(
1
)

進
 
v
i
r
y
a
 

と
念
 
s
m
r
t
i
 

と
三
昧
 
s
a
m
d
h
i
 

と
慧
 
p
r
a
j
n
a
 

の
五
法

の
實
践
徳
目
を
内
容
と
す
る
。
こ
の
實
修
に
よ
つ
て

「潜
在
力
の
み
を

残
す
 
(
y
s
.
 
I
 
1
8
)
」
無
想

三
昧
が
得
ら
れ
る
。

第
二
は
有
種
三
昧
 
m
a
b
i
j
a
-
s
a
m
a
d
h
i
 

と
無
種
三
昧
 
n
i
r
b
i
j
a
-
s
a
m
-

鋤
山
ぼ

を
説
く
も
の
で
あ
る
。
有
種
三
昧

と
は

「
心
作
が
用
滅
蓋
す
れ

ば
、
心

の
本
性
は
美
し
い
寳
石
の
如
く
で
、
取
者
 
g
r
a
h
i
t
r
 

と
能
取

g
r
a
b
a
n
a
 

と
所
取
 
g
r
a
h
y
a
 

と
に
止
佳
し
、
そ
れ
に
着
色
さ
れ
た
等

至
 
s
a
m
a
p
a
t
t
i
 

が
得
ら
れ
る
。
(
こ
の
等
至
に
四
種
あ

つ
て
)
 聲
 
s
a
b
d
a

と
封
象
 
a
rtb
a
 と
知
 
j
n
a
n
a
 

と
の
分
別
 
v
i
k
a
l
p
a
 

に
よ

つ
て
混
合

し
て
い
る
の
が
有
尋
等
至
で
あ
る
。
ま
た
、
記
憶
が
完
全
に
清
浄
に
さ

れ
た
場
合
に
、
心
の
本
性
は
虚
室

の
如
く
、
封
象
 
a
r
t
h
a
 

の
み
の
輝

く
歌
態
が
無
尋
等
至
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

つ
て
、
ま
さ

に
有
伺

(等
至
)
 と
無
伺
 
(等
至
)
 は
微
細
な
る
封
境
を
と
る
と
説
明
さ
れ
る

(y
s
.
 
I
4
1
-
4
4
)
」
と

y
s
.
 に
述
べ
ら
れ
て
お
る
と

こ
ろ
か
ら
、
有

種
三
昧
は
等
至
の
状
態
を
い
い
、
有
想
三
昧
の
如
く
、
有
尋
、
有
伺
、

無
尋
、
無
伺
の
等
至
の
四
種
類
を
有
し
て
い
る
。
次
に
無
種
三
昧
に
つ

い
て
は

「
無
伺
等
至
が
得
ら
れ
た
る
と
き
、
修
行
者
 
y
o
g
i
n
 

は
三
味

慧
 
s
a
m
a
d
h
i
-
p
r
a
j
n
a
 

を
得
る
。
こ
の
慧
に
よ

つ
て
潜
在
力

が
生
ず

る
。
こ
の
慧
よ
り
生
じ
た
潜
在
力
は
そ
の
他
の
漕
在
力
に
封
し
て
は
拘

束
す
る
働
き
を
な
す
。
從
つ
て
三
昧
慧
よ
り
生
じ
た
漕
在
力
を
滅
す
れ

ば
、
全
て
が
滅
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
状
態

が
無
種
三
昧

で
あ
る

(y
s
.
 
4
7
-
5
1
)
」
と
 
y
s
.
 

に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
の
記
述
か
ら
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
有
種
三
昧
と
無
種
三
昧
の
旺
別
は
漕
在
力
の
有
無

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
漕
在
力
も
滅

し
た
る
無
種
三
昧
の
方

が
漕
在
力
を
残
し
て
い
る
有
種
三
昧
よ
り
も
深

い
境
地
と
い
え
よ
う
。

第
三
は

ヨ
ー
ガ
の
八
支
分
中
総
制
 
s
a
m
y
a
m
a
 

と

い
わ
れ
る
も

の

で
、
そ
の
最
初
に
位
す
る
の
が
心
持
 
d
h
a
r
r
a
n
a
 

蝕
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
心

を

一
つ
の
場
所
に
結
び
つ
け
る

こ
と
 
(
y
s
.
 
I
I
I
.
 
1
)
」
で

あ
る
。
吹
の

静
慮
 
d
b
y
a
n
a
 

と
は

「
心
持
に
際
し
て
意
識
作
用
が

一
致
融
合
す
る
こ

と
 
(
y
s
.
 
I
I
I
.
 
2
)
」
で

あ
る
。
最
後
の
三
昧
 
s
a
m
a
d
h
i
 

は

「
静
慮
に
際

し
て
、
唯
封
象
の
み
が
輝
き
、

(心
の
)
 本
性

は
盧
室
の
如
く
な

つ
た

状
態
 
(
y
s
.
 
I
I
I
.
 
3
)
」
と

説
か
れ
て
い
る
。

(
2
)

今
、
上
述
し
た
種

々
の
記
述
の
相
互
關
係
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
ま

ず
第

一
と
第
二
の
夫
々
の
間

に
於
け
る
階
位
は
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち

有
想
よ
り
無
想
、
有
種
よ
り
無
種
の
方
が
高
位

で
あ
る
。
從
つ
て
問
題

と
な
る
第

一
は
有
想
と
有
種
と
の
間
で
あ
る
。
有
想
三
昧
は
尋
、
伺
、

喜
、
我
見
を
随
行
す
る
と
し
て
あ
り
、
有
種

も
亦
有
尋
、
無

尋
、
有

伺
、
無
伺
等
至
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
有
想
の
尋
と
伺
は

ヨ
ー

ガ
涯

の
繹

定

説
 
(
花

木

)
 

一
五
九
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ヨ
ー
ガ
派

の
輝
定
説
 
(
花

木
)
 

二
六
〇

有
種
の
有
尋
、
無
尋
に
相
慮
す
る
。
有
種
の
無
尋
と
無
伺
と
は
封
象
と

す
る
も

の
の
鹿
と
細
と
の
別
は
あ
つ
て
も
そ
れ
を
認
識
し
な
い
こ
と
を

意
味
し
、
更
に
記
憶
も
完
全
に
清
浄
と
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
か
ら

有
尋
、
有
伺
よ
り
も
高
位
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
有
想
の
喜

と
我
見
は
既
に
認
識
が
な
く
な
り
自
内
謹
の
も
の
で
あ
り
、
又
y
b
b
.
 
の

所
説
か
ら
無
尋
、
無
伺
よ
り
も
高
位
と
な
る
。
次
に
無
想
と
無
種
の
間

を
見
る
と

y
Wb
.
 に
は
等
し
い
も
の
と
し
て
い
る
 
(
y
b
b
.
 
I
1
8
)
 

が
、

y
s
.
 
の
所
読
に
は
漕
在
力
の
み
を
残
す
の
を
無
想
と
し
、
そ
れ
も
な
い
の

が
無
種
と
し
て
い
る
か
ら
、
無
種
は
無
想
よ
り
高
位
で
あ
。

更
に
、

有
種
と
無
想
と
の
間
は
、
有
種
の
全
て
が
有
想
に
含
ま
れ
、
有
想
よ
り

無
想
の
方
が
高
位
で
あ
る
こ
と
も

y
s
.
 か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の

よ
う
な
結
論
か
ら
第
三
の
箇
所
を
考
え
る
と
、
第
三
の
最
高
位
の
三
昧

が
有
種

の
無
尋
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
心
持
、
静
慮
は
こ
の
三
昧
の
前

段
階
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
有
尋
よ
り
高
位
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

(
3
)
い
。こ
れ
に
封
し
て
、佛
敏
の
四
繹
読
で
は
初
繹
は

「
離
欲
悪
不
善
法
、
有

尋
有
伺
、

離
生
喜
樂
」
、
第
二
潭
は

「尋
伺
寂
静
故
、
内
等
浮
故
、
心
定

一
趣
故
、

無
尋
無
伺
、

三
摩
地
生
喜
樂
」
、
第
三
輝
は

「
由
離
喜
故
、
住

捨
、
念
正
知
及
樂
身
正
受
、
聖
者
宣
説
、
成
就
捨
念
樂
住
」
、第
四
繹
は

「由
断
樂
及
由
断
苦
故
、
及
先
已
断
喜
憂
故
、
不
苦
、
不
樂
故
捨
念
清
浮
」

(
4
)

と
定
型
句
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
今
、

こ
の
佛
敬

の
四
琿
説
と
ヨ
ー

ガ
振
の
所
説
を
比
較
検
討
し
よ
う
。
初
輝
の

「
有
尋
有
伺
」
は
有
想
の

尋

・
伺
、
有
種
の
有
尋

・
有
伺
を
、
第
二
揮
の

「無
尋
無
伺
」
は
有
種

の
無
尋

・
無
伺
を
、
更
に
初
輝
の

「
離
生
喜
樂
」
、第
二
輝
の

「
三
摩
地

生
喜
樂
」
、第
三
揮
の
」
捨
念
樂
佳
」
の
喜
或
は
樂
は
有
想
の
喜
を
夫

々

想
起
ぜ
し
め
る
。
ま
た
、
有
想
の
我
見
は
、
上
述
の
如
く
、

一
我
の
意

識
の
亨
受
若
し
く
は

一
我
的
感
受
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
松
濤
誠

廉
教
授

の
研
究
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
イ
ナ
敏
の
 
s
u
k
l
a
d
h
y
a
n
a
 

の
第
四
の

「v
y
u
p
a
r
a
t
a
-
k
i
r
i
y
a
-
v
r
t
t
i
」
と

名
づ
け

ら
れ
る
と
こ
ろ
の

「自

己
が
自
我
に
没
入
す
る
状
態
」
と
見
る

こ
と

が
出
來
、
こ
の

協
口
匹

曝

(
5
)

爵

愚
目

の
第
四
は
佛
敏
の
第
四
揮
に
相
慮
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
從

(
6
)

つ
て
、
有
想
の
我
見
は
第
四
暉
に
想
鷹
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
用
語
の
酷
似
、
及
び
y
b
h
.
 
I
1
7
にみ
ら
れ
る
読
明
方

法
の
四
繹
説
と
の
類
似
、
等
の
認
め
ら
れ
る
の
は
、
た
と
え
言
葉
の
意

(
7
)

味
内
容
に
差
は
あ
つ
て
も
、
爾
派
の
間
に
は
非
常
な
密
接
な
關
係
の
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

今
こ
れ
を
圖
示
す
る
と
茨
の
如
く
と
な
ろ
う
。

ヨ
ー
ガ
派

佛
教

(有撫 昧)

尋
=
有
尋

伺
=
有
伺
無
尋
無
伺

(有種三昧)

心
持
静
慮
三
昧

初

輝

第
二
揮

喜

初
灘
か
ら
第
三
輝

我
見

第
四
繹

無
想
三
昧無
種

ご
昧
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1
 

こ
れ
は
佛
教
で
の
所
謂

五
根
五
力

と
同
じ

で
あ
る

こ
と
が
既

に
指
摘

さ

れ
て
い
る
。

木
村
泰
賢

「
阿
毘
達
磨
論

の
研
究
」
四
五

一
頁
、

岸
本
英
天

「
宗
教
神
秘
主
義
」

一
一
〇
頁
、

そ

の
他

口
 
j
a
c
o
b
i
:
 
u
b
e
r
 
d
a
s
 
u
r
-

sp
r
u
n
g
l
i
c
h
e
 
y
o
g
a
s
s
y
s
t
e
m
 
s
.
 
4
2
;
 
w
o
o
d
s
:
 
y
o
g
g
a
s
u
s
t
e
m
 
o
f

P
a
t
a
n
j
a
l
i
.
 
p
.
 
4
5
.
 
n
o
t
e
.
 

等
参
照
描

2
 
上
述
の
記
述

は
夫

々
凋
立
に
傳
承
さ
れ
た

の
が

y
s
を
編
纂

さ
れ
る
に

當
り
三
個
所

に
編
入
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
の
疑
問

は
残

る
が
、
夫

々
の
記

述
の
内
容
が
非
常
に
近
似

の
も
の
と
考

え
ら
れ
る

の
で
、

こ

瓦
に
試
論

と

し
て
比
較
す
る
。

3
 

こ
の
よ
う
に
考

え
て

は

じ

め

て
、
「
総
制

は
有
想

三
昧

に
封

し
て
内
支

で
あ
り
、
無

種
三
昧

に
封

し
て
外
支

で
あ

る
 
(
y
s
.
 
I
I
I
.
 
7
-
8
)

」
と

の
記

述

が
理
解

さ
れ
る
。

4
 
四
輝
説

の
詳

し
い
研
究

は
、
金
見
黙
存

「
四
潭
説

の
形

成

と
そ

の
構

造
」
(
名
古
屋
大
學
論
集
十
八
巻
、

一
二
三
頁
以
下
参
照

5
 
松
濤
誠
廉

「
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
繹
定
一に

つ

い

て
」
(
九
州
大
、

哲
學
年
報

第

二
十
三
輯
、

八
〇
頁
以
下
)

6
 
印

ち
佛
教

の
四
輝
読

と

ヨ
ー
ガ
派

の
輝
定
読
は

殆

ん
ど

同

じ

と

い

え

る
。

7
 

ヨ
ー
ガ
派

に
於

け
る
尋
伺

の
意
味

は
、
封
象

を
認
識
す
る
場
合

の
、
封

象

の
麓
と
細

を
い
う
に
封

し
て
、
佛
敏

で
は

「
尋

伺
者
心
麓
細
」
と
し
、

尋
を
心
の
麓

な
る
性
、

伺
を
細
な

る
性

と
説
明

し
て
い
る
 
(
倶
舎
論
第

四

大
正
二
十
九

二

一
頁
中
)

倫
、

拙
稿

「
灘
定
道

の
考
察
」
(
日
本
佛
敏

學

會

年

報
三
十
號
掲
載
)
 を

合

わ
せ
て
参
照

い
た

ぼ
き
た
い
。

ヨ
ー
派

の
輝

定

説
 
(
花

木
)
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